


日常生活とは、いろいろな無駄の繰り返し？

日常生活は、案外、無駄の連続でしょうか。

そうじや洗濯などもそれ自体でなにか生産的なことはありません。

むしろこの季節など汗だくになりながらそうじや洗濯をすること

になるでしょう。

部屋や衣服などがきれになることで精神的な心地よさはあります

が、そうなるまでの間は肉体労働そのものです。

それでも性格か、日々汗だくになってなにやらいろいろなところ

のそうじをやっています。

ベランダなどは、それほど多くの頻度でそうじをすることはあり

ませんが、台風が来ると言えば、排水溝を清掃し、ベランダに置

いているものを一時的に部屋の中に退避させ、台風が過ぎていけ

ばベランダ全体のそうじを水を使いながらやるので汗だく+ずぶ
ぬれ状態でしょうか。

それでも数か月後には、ベランダは土ぼこりで汚れていきます。

また、時期を見つけてそうじを繰り返します。

 
庭に目を移せば、庭の木々や芝生、あるいは草花の植栽や手入れ

なども毎年続く膨大な無駄のひとつでしょうか。

それでも庭木の選定をしてやり、新たな新芽がでてくると植物の

偉大さをまじかに知ることになります。

葉っぱが病気にならないように年１０回程度消毒をし、水やりを

し、枯れ葉の掃除、芝生は３月からエアレーションをはじめ,、肥
料をやり、６月から９月ごろまでは毎週芝刈りで汗だくです。

しかも庭には次から次へと雑草が現れてきます。

これらもほっておくと、大変な状況になるので適宜草むしりをす

ることになります。

大体、雑草も夏場に頻繁にでますから、これも汗だくで朝や夕方

におこなうことになります。

 
その意味では、マンションは庭がなく（一部あるころもあります

が）、これらの無駄はないのかもわかりません。

どちらの人生を選択するかはその人次第ですが、この地に住む人

たちは、汗だくの生活を選択した人たちと言えそうです。

みなさん、壮大な無駄と思える作業をもくもくとやり抜いていま

す。



  
 
 
 
嫌なら、さっさっとマンション住まいでしょう。

そういえば、妻も一人になったら東京へ移りますと、言っていま

すから、ひとりでこの地の生活をする覚悟は鼻からないようです。

人間は一人ひとり生まれ育った環境や考え方もちがいます。

また、庭の木々の手入れなど女性ではそうそう簡単な作業ではあ

りません。

さらに性格もあるでしょう。

 
私はこの壮大な無駄な作業がある人生が好きですから都会のマン

ション生活はまったく考えられません。

身近な自然と田んぼや川などの環境がないと、それこそ死んでし

まいそうです。

それに犬などの動物がいることも大切なことです。

そのうえカメが二匹、メダカは、昨年までは１０匹ほどでしたが、

今年は数えきれないくらい新たな命が育っています。

これらの飼育だけでも命を預かっていますから、エサやり、水替

えと夏場の暑い季節は、、いわば毎日面倒なこと（生産性のない）

の繰り返しです。

それでも懲りずにこれらのことをやっているのは、性格であり、

壮大な無断が好きなのでしょう。

 
この無駄がないと自分ではないような気がします。

妻に言われるわけでもなく、自ら能動的にアクションが起こせる

のですから、ただただ妻はあきれています。

たまに、カメは田んぼに返してあげようかというと、面倒もみて

いない妻や息子たちからは、２０年も飼っているので自然では生

きていけないなどといわれ、世話もしないのになにやら言うべき

ことだけはきちんと言います。

カメは会社生活をしているときから世話をしていますから、本当

に２０年以上でしょうか。

先代のわんちゃんよりも長い付き合いです。

今の時期（４〜９月）よく食べてよく糞をしますから、ほぼ一日

おきに水かえが必要になります。



１０月になるとパタッとエサを食べなくなり、水替えの頻度も少

なくなるのでメダカ同様、秋から冬の季節は案外楽に世話ができ

ます。

 
 
 
このような生活は、本人が本当に好きでなければできないでしょ

う。

壮大な無駄を許容できるなにかが私の人間の中にあるようです。

そいえば仕事のおいても結構無駄なことばかりしてきたように思

います。

大体、無駄な行動を嫌う経営者が多い中でソニー子会社社長（当

時）だけは、私の無駄な行動を許容してくれていたようです。

この社長からは、「無駄の効用」があると、聞かされました。

また、実際の仕事の中でも「無駄な効用」をしてこいと、しばし

ば地方の出先に出張にいかせてもらったものです。

 
今の時代は、「無駄の効用」もありませんが、「必要な効用」も

ないのかもわかりません。

その意味では、私の日常生活は、無駄なことばかりでしょうか。

少しよいところは、無駄のための材料を消費し、多少なりとも経

済のお役に立っていることくらいです。

 
まだまだ、暑い日が続きますが、私にとって無駄な生活は続きま

す。

そういえば、今日は台風なので芝刈りができませんが、本来であ

れば芝刈りです。

 
人生、人間とは、案外『無駄』が好きな生き物かもわかりません。

その意味では、今の時代は少々おかしな時代でしょうか？

否、私がおかしいのかもわかりませんが。。。。

 
 
 
 
 
 


